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開催：令和２年１０月３０日（３０名参加）
講演：「かながわスマートエネルギー計画の推進」講師：神奈川県エネルギー課 武川課長
◇再エネ導入加速化のための施策
・事業者との連携事業
ソーラーバンクシステム、太陽光発電共同購入事業、0円ソーラーなど

・補助金事業
自家消費型太陽光、V2Hシステムなど

・普及啓発事業
広報、かなエネサポーターなど
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第１回会議 都市部モデル

開催：令和２年１１月１６日（４１名参加）
講演：「小田原市EVを活用した地域エネルギーマネジメントモデル」
講師：㈱REXEV代表取締役社長 渡部様
◇小田原市におけるEVカーシェアリング「eemo」の紹介
・EVの価値を最大限に引き出す（停車中の価値=電力の価値）
・地域新電力とのセット割サービス、非常用電源としての車両活用など
◇今後の事業展開について
・EVによる地域エネルギーマネジメント（PV連系、マイクログリッド運営、VPP調整力）など
講演：「新潟にしかん地域循環共生圏協議会の取組について」
講師：一般社団法人おらってにいがた市民エネルギー協議会 事務局長 木村様
◇新潟市西蒲区のEVカーシェアリングについて

第２回会議 都市部モデル

開催：令和２年１２月１５日（３６名参加）
講演：「失敗しないソーラーシェアリングのために」講師：千葉エコ・エネルギー㈱代表取締役 馬上様
◇事業と課題
・ソーラーシェアリング
・農業を続けられる事業スキーム作りなど
◇トラブル要因
・農作業スペース確保、日射量シミュレーションの実施と作物
選定、雨だれ・台風への対応など

◇地域で活用できる電源への進化
・EVモビリティとの組み合わせによる農村の低炭素化、農業の
電化、非常時の電源供給など

第３回会議 農村部モデル



開催:令和２年１１月１６日（２６名参加）
環境エネルギーアライアンスの構築を目標として活動
講演：「新潟スワンエナジーの取り組みについて」
講師：新潟スワンエナジー株式会社取締役岩本様

部会１：環境エネルギーアライアンスの構築部会

開催:令和２年 １１月２５日（２０名参加）
講演：「再エネ100宣言RE Action 」
講師：再エネ100宣言RE Action 事務局 金子様
脱炭素経営を目指す企業の応援をテーマに活動

部会２：脱炭素経営を目指す企業の応援

１. 会議概要 R２年度：新潟地域脱炭素推進パートナーシップ会議 （2/2）

新潟市環境優良事業者等認定制度

見学会 

開催:令和２年１１月２４日（１３名参加）
場所：栄電子工業株式会社 新潟テクノロジーセンター
講師：栄電子工業株式会社 常務取締役 井崎 様



開催：令和３年７月１５日（５８名参加）
講演：「地中熱のススメ」
講師：新潟県地中熱利用研究会技術委員石田様
◇地中熱ヒートポンプの利用状況
・県内における導入事例の紹介
・地中熱ヒートパイプによる融雪の利用状況の紹介
講演：「地熱（温泉）発電を活かしたローカル SDGs への挑
              戦」
講師：松之山温泉合同会社「まんま」代表柳様
◇松之山温泉における温泉熱利用
・温泉熱利用による消雪パイプ
・バイナリー地熱発電の取組

第１回会議 地中熱勉強会

開催：令和３年１１月２５日（８１名参加）
講演：「SPERA 水素の実用化と水素社会への貢献」
講師：千代田化工建設(株) 水素事業部部長代行兼事業開発セクション SL池田様
◇事業化の課題
・グローバルな水素サプライチェーンの構築、国内の供給体制（水素ハブ拠点、
貯蔵施設の構築）

講演：｢豪州から新潟への水素サプライチェーン構想」
講師：ヴィーナ・エナジー・ジャパン(株) 部長 Warren 様
◇水素サプライチェーン
・豪州の再エネ電源で電気分解した水素をSPERA水素 MCHという形で既存インフ
ラを活用した水素サプライチェーンを構築し新潟港に運搬する構想について紹介

講演：｢三菱ガス化学㈱新潟工場のカーボンニュートラルに関する取り組み｣
講師：三菱ガス化学（株）基礎化学品事業部門化成品事業部メタノール技術グループメ
タノールパイロットチームチームリーダー ヨー様
◇環境循環型メタノール構想
・工場で発生する CO2 や廃プラスチック・バイオマスを原料としてメタノールを製
造

・水素ステーション、燃料電池フォークリフトの運用

講演：「富谷市における既存物流網と純水素燃料電池を活用した低炭素水素サプラ
イチェーン実証」

講師：（株）日立製作所水・環境ビジネスユニット環境事業部スマートユーティ
リティ本部カーボンニュートラル推進室主任技師渡邊様

◇水素吸蔵合金を配送トラックで配送・回収
・太陽光発電の電力を用いて水を電気分解し水素を生成し、水素を保存したカセッ
トを需要家の元へ輸送し、発電や給湯に活用

講演：「企業から排出されるごみを水素に廃棄物発電による脱炭素の可能性」
講師：青木環境事業（株）社長室長 松木様
◇水素の利用方法
・廃棄物の焼却熱を利用した発電の余剰電力を利用して水素を製造
・水素ステーション、燃料電池フォークリフトの運用

第２回会議 水素勉強会
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開催：令和３年１０月１４日～１５日
・脱炭素経営省エネ実践セミナー共催
・補助金資料の配布、案内

にいがたBIZ EXPOへ出展

開催：令和３年１２月９日（１４名参加）
講演：「環境エネルギーアライアンスの構築について」
講師：一般社団法人環境省エネ推進研究所理事品田
意見交換：ESG 金融を活用した再エネ導入スキームについて
講師：株式会社アール・エ北陸代表取締役高澤様

部会１：環境エネルギーアライアンスの構築部会

見学会

開催:令和４年３月２８日（１５名参加）
場所：明和工業株式会社（新潟市西蒲区）



開催:令和４年６月２２日（８７名参加）
講演：「カーボンニュートラルに向けた国の動向と施策について」
講師：環境省関東地方環境事務所地域脱炭素創生室楠本様
◇カーボンニュートラルの国際的な動向と2050年カーボンニュートラルに
向けた国内の動き

・温暖化対策の推進に関する法律の改正と地方公共団体実行計画
・地域脱炭素移行・再エネ推進、脱炭素先行地域の取組について

講演：｢Made in 新潟のバイオマスボイラーで環境型産業創出を目指して｣
講師：アーク日本株式会社代表取締役岩城 様
◇新潟県で製造している薪ボイラーの導入事例紹介
・機器の構造と燃焼の仕組み
・装置の試験結果と実績、成果

講演：「ＪＲ貨物～今脚光を浴びる脱炭素の切り札～」
講師：日本貨物鉄道株式会社松尾様 井上様
◇貨物列車の脱炭素化に向けたハイブリッド車両導入の取り組み紹介
・物流の現状（トラックドライバー不足）
・貸し切り輸送、共同輸送といった取り組み例
・鉄道とトラック輸送を組み合わせた物流改革によるCO2削減量試算
・軽油からバイオ燃料への燃料転換

第１回会議 カーボンニュートラル勉強会

開催：令和５年１月３１日（４４名参加）
講演：「ZEB 拡大への挑戦」
講師：株式会社イーエムエス上席統括研究員藤石様
◇ZEB概要説明
・ZEBの要件の達成に必要な取組について紹介。
・外皮断熱、窓、遮蔽・遮熱（パッシブ技術）
・照明器具、制御システム、空調、換気、給湯（アクティブ技術）
・太陽光発電設備（再エネ技術）
各技術を組み合わせ省エネで50％、創エネで50％、総じてゼロを目指す。

講演：「 NDK新潟ビルにおけるZEB事例」
講師：日本電設工業株式会社 営業統括部 環境エネルギー本部

副本部長 西田様
◇Nearly ZEB を取得したNDK新潟ビルで用いた省エネ・創エネ技術の紹介

講演：「第四北越フィナンシャルグループの脱炭素への取り組み～新築店
舗における ZEB 認証取得～」

講師：株式会社第四北越銀行総務部エキスパート和泉様、本間組古澤様
◇ZEB化取組店舗の紹介
・関屋支店新潟県内初の『ZEB』取得、白根支店
・Nearly ZEB取得、加茂支店Nearly ZEB取得、米百俵プレイス西館ZEB
Oriented取得

講演：「県内におけるカーボンニュートラルガスの導入事例について」
講師：北陸ガス株式会社営業部イノベーション推進室奥山様
◇カーボンニュートラルガスの概要
・カーボンニュートラルガスの導入効果
・採用事例紹介：第四北越銀行関屋支店、加茂支店
三条信用金庫 新潟支店、(株)サイカワ

第２回会議 ZEB勉強会

開催：令和４年１０月１３日～１４日
・各種省エネ補助金のご案内と相談対応

にいがたBIZ EXPOへ出展
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開催:令和４年７月２８日（３７名参加）
座談会：いまさら聞けない EV・PHV の基礎知識
講師：株式会社パルコミュニケーションズ代表取締役社長五十嵐様

日産プリンス新潟販売株式会社営業支援部販売促進担当係長
EV スーパーバイザー真柄様

現地視察：三井ホーム V2H と EV の活用法

部会3：次世代自動車の普及 第1回

開催:令和４年１０月５日（３８名参加）
座談会：いまさら聞けない EV・PHV の基礎知識（充電設備編）
講師：株式会社パルコミュニケーションズ代表取締役社長五十嵐様

ユビ電株式会社共同創業者＆COO 白石様
日産プリンス新潟販売株式会社営業支援部販売促進担当係長 EV 
スーパーバイザー真柄様

現地視察：EV 充電設備の使用法について
①「テスラ super charger」充電設備の見学
② QR コード決済システムの見学

部会3：次世代自動車の普及 第2回
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開催：令和５年７月４日（７５名参加）
講演：「新潟空港リムジンバス「ＥＶバス」の運行」
講師：新潟交通株式会社 企画調整課 課長 阿部様
◇ＥＶバスの運用、小型燃料電池(FC)バスの実証運行について
講演：「太陽光発電（オンサイトPPA）について」
講師：新潟スワンエナジー株式会社 営業部長 佐々木 様
◇太陽光発電（オンサイトPPA）の実施効果について
講演：「EV充電サービスについて」
講師：ＥＮＥＣＨＡＮＧＥ株式会社EV充電サービス事業部事業開発

船橋 様
◇ＥＶインフラの普及状況、 EV充電サービスの利用運用についての紹介
電気自動車見学会開催 BYD ATTO3

開催：令和６年１月２５日（５０名参加）

講演：「環境省の令和5年度補正予算および令和6年度概算要求について」
講師：環境省 関東地方環境事務所 地域脱炭素創生室 再エネ促進区域推進専門官 石原様

講演：「経済産業省の令和5年度補正予算および令和6年度概算要求について」
講師：経済産業省 関東経済産業局 資源エネルギー環境部カーボンニュートラル推進課

カーボンニュートラル振興係長 渋谷 様
講演：「新潟県環境局環境政策課の取り組みについて」
講師：新潟県環境局環境政策課 カーボンゼロ推進室 カーボンゼロ戦略担当政策企画員 田中様
◇今年度の事業成果報告、次年度の脱炭素に向けた取り組みについて報告

講演：「新潟市経済部企業誘致課の取り組みについて」
講師：新潟市経済部企業誘致課主事佐久間 様 主事川上様
◇今年度の事業成果報告、次年度の脱炭素に向けた取り組みについて報告

講演：トークセッション「脱炭素社会に向けた取り組みや支援策について」～脱炭素経営や脱炭素ビジネスの
ヒントに～

登壇者：新潟県環境局環境政策課田中様、新潟市環境部環境政策課宮川主幹、菊池主査、樋口主査
ﾌｧｼﾘﾃｰﾀｰ： (一社)環境省エネ推進研究所 GX推進アドバイザー品田
◇新潟市環境政策課から太陽光発電の普及、ＺＥＨ・ＺＥＢ の普及、３ 次世代自動車等の普及の報告
・県、新発田市、燕市の取組み状況
・民間企業からの現場の声
・新潟における脱炭素推進の現状と課題について情報を共有

第１回会議 ＥＶ導入への取組み

第２回会議 脱炭素経営に向けた取り組み
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開催：令和５年９月１日（３０名参加）
開催内容：カードゲーム「2050カーボンニュートラル」をワークショップ形式で開催
講師：メインファシリテーター

一般社団法人 ぐんまカーボンニュートラル推進会 石川様
講師：サブファシリテーター

一般社団法人 ぐんまカーボンニュートラル推進会 土屋様
◇ＰＳ会議メンバーと自治体職員との官民交流からカーボンニュートラル
社会の実現に向けた意見交換会を企画

・政府や自動車メーカー、金融機関、環境ＮＰＯ、電力会社など１２組織に
分かれ、カーボンニュートラル達成の為には、何を考えどう行動するのか
を学び、気づきを得る機会となる。

開催：令和５年１１月２２日（２９名参加）
講演：「出荷後の製品にも求められる物流のカーボンニュートラル」
講師：ツバメロジス株式会社 代表取締役 山田 様
◇カーボンクレジットを活用することで、カーボンニュートラル輸送を実現し、
同時に地球環境保護活への貢献について紹介

講演：「購入電力におけるカーボン・オフセットについて」
講師：株式会社グローバルエンジニアリング営業本部 営業部 東京営業グループ 小島様
◇環境価値について説明を行う
・証明する非化石証書の種類、取引、取扱いについて紹介

講演：「新潟県カーボン・オフセット制度について」
講師：新潟県 環境局 環境政策課 カーボンゼロ推進室 主査 高橋様
◇新潟県によるカーボンオフセットの運用について解説し、新潟県版Ｊ-クレジット制度の紹介
・プロジェクトの紹介、クレジットの販売状況および利用の取り組みについて紹介

講演：「カーボン・オフセットの活用事例について」
講師：株式会社第一印刷所 企画開発本部 情報工房ＤＯＣ企画課 伏見様
◇カーボンオフセットの活用事例について紹介
・社内における具体的な作業内容を説明

EVカーシェアリング・エネルギー・マネジメント

部会１： カーボンニュートラルゲーム

部会２： 勉強会「環境価値」
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開催:令和６年９月１１日（３６名参加）
講演：「J クレジット（環境価値）は新潟の GX を加速させるのか」
講師：三井住友海上火災保険株式会社 新潟支店課長 村井様

株式会社バイウィル 代表取締役 下村様
◇Jクレジットの動向について Jクレジットをきっかけに行動変化を促す
・カーボンニュートラルの背景と国内外の動向
・新潟市内の現況および施策

講演：｢脱炭素推進協会の取組について｣
講師：株式会社長谷川電気工業所 代表取締役社長 長谷川 様
◇脱炭素推進協会のご案内
・株式会社長谷川電気工業所の脱炭素への取組と事業内容について
・脱炭素推進協会による中小企業のCO2削減量をJクレジット化する取組
講演：「新潟市Jクレジット普及促進協議会の取組について」
講師：新潟市農林水産部 農業活性化研究センター所長補佐 小出様
◇水耕栽培における中干機関の延長の取組について
・Jクレジット制度における中干期間の定義・算定方法
・Jクレジットの創出・活用に向けた推進体制・モニター事業実施
・今後の取組予定について

部会2 Ｊクレジット勉強会

開催：令和６年１２月３日（１１名参加）
テーマ：①「0円ソーラー」事業の各社の取組状況と課題について

②市域の再エネ導入の課題について
③「環境エネルギーアライアンスプロジェクト」について

◇新潟市ゼロカーボン戦略の説明
◇再エネ導入等に向けた新潟市の現状と課題の説明
◇各テーマについて意見交換

参加者：11名（事務局含む）
株式会社テクノナガイソラーレ
新潟スワンエナジー株式会社
越後天然ガス株式会社
新潟市環境部環境政策課 ゼロカーボンシティ推進室
一般社団法人環境省エネ推進研究所

部会1 エネルギーアライアンス構築部会
意見交換

１. 会議概要 R6年度：新潟地域脱炭素推進パートナーシップ会議 （1/2）



全体会 脱炭素経営支援プラットフォーム活動報告および環境省・経済産業省令和7年度概算要求について

１. 会議概要 R6年度：新潟地域脱炭素推進パートナーシップ会議 （2/2）

開催：令和７年１月２２日（４２参加）

講演：「脱炭素経営支援プラットフォームの活動報告等について」
講師：一般社団法人環境省エネ推進研究所 山崎

講演：「環境省の脱炭素に向けた令和 6 年度補正予算および令和 7 年度概算要求について」
講師：環境省関東地方環境事務所地域脱炭素創生室 環境専門員廣瀬様

講演：「エネルギー基本計画」
「GX2040ビジョン」
「GXリーグ・排出量取引制度」
「経済産業省の令和 6 年度補正予算および令和 7 年度概算要求について」

講師：経済産業省関東経済産業局資源エネルギー環境部 カーボンニュートラル推進課 調査官岡本様

講演：トークセッション「脱炭素社会に向けた取り組みや支援策について」
登壇者：環境省関東地方環境事務所地域脱炭素創生室 環境専門員廣瀬様

経済産業省関東経済産業局資源エネルギー環境部 カーボンニュートラル推進課 調査官岡本様
新潟県環境局環境政策課児玉様
新潟市環境部環境政策課 小出様

ﾌｧｼﾘﾃｰﾀｰ： (一社)環境省エネ推進研究所 高橋
・新潟県環境局環境政策課より脱炭素社会に向けた取組や支援策について
・新潟市環境政策課より新潟市の現状と令和 7 年度の支援策および新潟市温暖化対策実行計画策定について
・新潟における脱炭素推進の現状と課題について情報を共有



開催:令和７年１０月１７日（３６名参加）
発表 ：「現在行っている事業の内容、現状と課題について」
発表者：パナソニック株式会社エレクトリックワークス社 遠藤孝夫様
◇太陽光発電設備と蓄電池の導入など災害時に使える製品の紹介と
実際の導入事例

発表者：環境省 関東地方環境事務所 鈴木友也様
◇官民連携強化のため地域脱炭素フォーラムを実施。各自治体の人員不足、
財源不足、再エネ導入に関わる地域でのトラブル、再エネの出力抑制が
課題

発表 ：｢省エネ診断・補助金事務局業務の現状について｣
発表者：一般社団法人 環境省エネ推進研究所 山崎徹様
◇省エネ診断と新潟県の価格高騰対応設備導入補助金事業を通じて見えた
事業者のニーズとヒアリング内容について

発表 ：「新潟市より市の支援策の状況について」
発表者：新潟市環境部環境政策課 小出亮介様
◆意見交換会トークテーマ

A:企業の脱炭素化、省エネ・再エネを進めていくためには
B:GX企業や脱炭素に関する新事業を生み出していくためには

全体会➀ GX意見交換会

開催 ：令和７年２月１３日（３６名参加）
発表 ：「環境省の脱炭素に向けた令和７年度補正予算

令和８年度当初予算案」
発表者：環境省関東地方環境事務所地域脱炭素創生室 鈴木友也様
◇ペロブスカイト太陽電池やグリーンスチールなど、新たな技術を踏まえ
て地域の金融機関や中核企業、都道府県を巻き込んだ脱炭素への取組
◇令和８年度予算案事業でも脱炭素に向け継続的に支援

発表 ：「令和７年度補正予算・令和８年度概算要求におけるＧＸ関連施
策について」

発表者：経済産業省関東経済産業局資源エネルギー環境部
カーボンニュートラル推進課 永嶋淳様

◇省エネ・非化石転換設備更新に継続支援。
◇GX関連施策としては専門家による省エネ診断の活用促進支援を行う

発表 ：「事業者の脱炭素経営への転換支援の取組について」
発表者：新潟県環境局環境政策課カーボンゼロ推進課 秋山幸俊様
◇温室効果ガスを２０３０年度に４６％削減目標。脱炭素社会の実現に向
け取組加速

発表 ：「新潟市脱炭素施策の紹介」
発表者：新潟市環境部環境政策課ゼロカーボンシティ推進課
                                                                                                                  小出亮介様
◇２０５０年度温室効果ガス実質ゼロへ向け体制を整える
◇ペロブスカイト太陽電池の社会実装に向け積極的に取組
◆意見交換会トークテーマ
〇市内事業者の関心、意欲の底上げを図っていくには
〇ペロブスカイト太陽電池の活用（１/２１シンポジウムを受けて）

    

全体会② GX意見交換会

１. 会議概要 R7年度：新潟地域脱炭素推進パートナーシップ会議（1/2）



１. 会議概要 令和７年度：新潟地域脱炭素推進パートナーシップ会議（2/2）

         

開催：令和８年１月２１日（２００名参加）

【第一部】

ペロブスカイトの現在地と未来

講演 ：「ペロブスカイト太陽電池が拓く未来

          ～技術開発と用途展開の現状と展望～」

講師 ：東京大学先端科学技術研究センター教授瀬川浩司様

企業報告：「新潟の資源が、未来を創る」（素材）

報告者 ：三菱ガス化学株式会社

エネルギー資源・環境事業部事業部長高橋昭浩様

企業報告：「技術を、カタチにする」（デバイス）

報告者 ：パナソニックホールディングス株式会社

ペロブスカイトPV事業推進室内田隆介様

【第二部】

ペロブスカイトを地域の成長エンジンに

事例紹介：「愛知県における

カーボンニュートラル施策について」

報告者 ：愛知県環境局地球温暖化対策課担当課長松尾繁展様

【パネルディスカッション】

演題 ：「発電する街・にいがた」

ー私たちの暮らしと課題を、希望に変えるにはー

パネリスト：新潟スワンエナジー株式会社 代表取締役島村隆宏様

株式会社北村製作所商品企画部 部長 米本英喜様

新潟市環境部部長 小泉英康様

農事組合法人濁川生産組合代表理事 田村雄太郎様

東京大学先端科学技術研究センター教授 瀬川浩司様

コーディネーター：新潟日報社編集局 ニュースセンター 横井裕氏

◇ペロブスカイト太陽電池へ情報収集や施設への設置導入への期待

◇技術とヨウ素など新潟の地域資源の可能性、企業や自治体の取組への理解

シンポジウム 発電する街にいがた

 ー資源も、電気も地産地消へ。ペロブスカイト太陽電池と新潟産ヨウ素が描く未来ー



２. 0円太陽光事業の効果（チラシ作成および配布、宣伝）



事業者名（50音順） 導入状況

越後天然ガス株式会社 県内0件

株式会社千代田エネルギー 県内民間企業6件、市内民間企業1件
（計7件）

株式会社テクノナガイソラーレ 県内民間企業1件、市内自治体1件
（計2件）

新潟スワンエナジー株式会社 県内0件

株式会社ハヤマ 県内自治体1件、市内民間企業1件、
市内自治体3件（計5件）

株式会社パルコミュニケーションズ
株式会社Looop 

県内0件

２. 0円太陽光事業の効果：会員企業によるPPA事業の実施状況

調査期間令和７年４月～令和８年３月



事業者
マルタスギヨ株式会社
株式会社テクノナガイ

事業実施場所 新潟県阿賀野市大室字山道660番地3

施設名称 マルタスギヨ株式会社 阿賀野センター

太陽光発電の導入方法 PPA（第三者所有）

太陽光発電出力
DC：148.00kW (パネル出力)
AC : 100.00kW (パワコン出力)

運転開始 令和３年5月

CO2削減効果（見込み）
（t-CO2/年）

75.78 t-CO2/年

２. 0円太陽光事業の効果（１）民間施設



事業者
新潟市
新潟スワンエナジー株式会社

事業実施場所 新潟県新潟市江南区茗荷谷711番地

施設名称 新潟市中央卸売市場

太陽光発電の導入方法 PPA（第三者所有）

太陽光発電出力
DC：280.00kW（パネル出力）
AC : 247.50kW（パワコン出力）

運転開始 令和３年3月

CO2削減効果（見込み）
（t-CO2/年）

145.88t-CO2/年

２. 0円太陽光事業の効果（２）公共施設



３. ビジネスマッチング① V2H モデルハウス

三井ホーム北新越株式会社

・R2年度 PS会議にてEV普及には V2Hが見学・体験できる施設が
必要不可欠との意見があった。

・市内住宅展示場にてV2Hの体験イベントを実施できる環境が整った。



３. ビジネスマッチング② EVチャージャーの追加導入

8kW  EVチャージャー

・ポルシェジャパンは独自充電ネットワークを構築中。
目的地型充電ステーション
「ポルシェデスティネーションチャージングステーション」

（令和３年）



３. ビジネスマッチング③ EVカーシェアリング

新潟エンパワーメント株式会社

令和5年1月のステーション開設



３. ビジネスマッチング④ ソーラーシェアリング

脱炭素経営
支援PF

営農家
（果樹農家）

アドバイス
先進事例の紹介

相談 施工業者の紹介

金融機関
損害保険会社

ヒアリング・提案依頼

・令和４年FIT認定取得
・シャインマスカットによる営農型太陽光発電にチャレンジ



３. ビジネスマッチング⑤ 環境エネルギーアライアンス

【施工会社】

【PPA事業者】

新潟市と民間業者の連携により設立された地域新電力会社が、新潟市内の施
工会社および調査会社と業務提携を行うことでPPA事業を展開することがで
きた。

地元企業による「オールにいがた」でのアライアンス

【業務支援】



３. ビジネスマッチング⑥ EV充電サービスの導入

6kW  EVチャージャー

・R4年度のPS会議にて「EVの普及にはEV充電インフラの整備が必要」で
あるとの意見が多数挙がり、R5年度第1回PS会議に最大手のENECHANGE
株式会社からご講演いただいた。

・会議に参加した新発田市、燕市は他社との比較検討の上、 ENECHANGEに
を選定し、令和6年度に導入することとなった。



３. ビジネスマッチング⑦ 診断事業・コンサルティング事業

・新潟産業創造機構（NICO）や金融機関および一般事業者から受けた省エネ
の相談に対し、省エネルギー診断の専門家を派遣し省エネ診断や省エネの
相談を実施した。

支援内容 件数 相談者 連携者（マッチング事業者）

省エネ診断
1件 新潟産業創造機構（NICO） 株式会社イーエムエス

6件 一般事業者 一般社団法人環境省エネ推進研究所

脱炭素化の取組相談 0件
※令和7年度専門家派遣事業での脱炭素
化取組窓口はなくなったため実績なし

補助金申請支援 1件 一般事業者 株式会社イーエムエス



４. 成果のとりまとめ

・0円太陽光事業の効果PPA事業による再エネの普及促進
・ビジネスマッチング

R2～R7年度に開催した本会議により得られた効果

「脱炭素ドミノ」を起こし、地域の経済循環へ
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